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道徳教育への社会学的アプローチ
―共同体への帰属意識の考察―
A sociological approach to moral education
― A study on community sentiment―
冨 江 英 俊＊
Abstract
The aim of this paper is to consider moral education, using the method of sociology with regard
to community sentiment, in order to show how moral education should be in the future. The
theoretical framework is Emile Durkheim’s Moral Education and MacIver’s Community . I will regard the
sentiment to society and community as the attachment for them, and examine it.
On the actual field of schooling, moral education about “community sentiment” is not fully done,
especially in the respect of patriotism and the love for one’s hometown. The reason of this is that the
consciousness of regarding the community such as family, school, hometown, mankind as a sequence
is weak, thou these are the community on the stratified, concentric circle.
As the change of the Fundamental Law of Education, “the love for one’s country and hometown”
became much more valued. In order to make the most of this law, it is necessary for the teachers on
the field of schooling to become aware of this change of the law, and practice it in everyday
schooling, which I think is to promote moral education.
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１．問題の所在
本稿は、「共同体への帰属意識」という面から社
会学の手法を用いて道徳教育をとらえ、これからの
道徳教育のあり方を考察することを目的としてい
る。
２００６年に教育基本法がはじめて改正され、教育の
目標として、「伝統と文化を尊重し、それらをはぐ
くんできた我が国と郷土を愛する」という条文が盛
り込まれた。この改正については、「戦前の軍国主
義教育の復活」であるとして、反対する意見が少な
くなかった。一方、国家と個人といった二項対立の
論の立て方はあまり意味がなく、この二項対立から
脱却すべきだという意見もある１）。教育基本法の改
正や、それに関連する道徳教育の今後のあり方につ
いては、様々な意見が出されている。これらの議論
について、社会学という学問領域の枠組や知見から
の考察は、これまでに十分になされてきたとは言い
難い。社会学においては、人と人とが結びつく（関
係を持つ）ことによって、社会や集団や共同体と
いったものが成立する、という基本的な考え方があ
る。人と人との結びつきが可能になる理由の一つと
して、人々が共通する意識を持っていることが挙げ
られる。この人々が持つ共通の意識を道徳ととらえ
るのである。これまでの道徳教育に関する研究は、
倫理学や心理学など様々な学問領域から行われてき
た。社会学的な道徳教育の考察は、道徳の持つ様々
な側面・要素の一部でしか扱えないことはもちろん
であるが、教育基本法の改正という現状を見ると、
社会学的なアプローチだからこそ明確になる面があ
ると考える。
本稿は以下のような構成になっている。第２章で
は、本稿の理論的枠組を設定し、第３章ではその枠
組みをふまえて、教育現場での道徳教育を、学習指
導要領や文部科学省の調査から考察する。第４章に
おいては、学習指導要領にある共同体について、さ
らに理論的な考察を行い、第５章では結語として、
これまでの分析をふまえて、これからの道徳教育の
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１）貝塚茂樹『戦後教育は変われるのか「思考停止」からの脱却をめざして』学術出版会、２００８、p．２
【L：】Server／関西学院大学／教育学論究／第２号 ２０１０／冨江英俊 ２ 校
７７
あり方について提言を行う。
２．本稿の理論的枠組
―共同体への帰属意識としての道徳―
デュルケムの道徳教育論、マッキーヴァーのコ
ミュニティ論を取り上げ、本稿での社会学的な道徳
教育をとらえる視点を考察していく。
１）デュルケムの道徳教育論
フランスの社会学者であるデュルケムは、著書
『道徳教育論』において、道徳性の本質的要素とし
て「規律の精神」と「社会集団への愛着」と「意志
の自律性」とを挙げている２）。このうち、本稿で取
り上げる共同体への帰属意識に近いのは、「社会集
団への愛着」である。デュルケムは、人間存在を考
えるにあたって、「行動」より「意識」を重視した。
意識を行動の一つの契機としかみない規定を斥け、
意識そのものに独自の特性や役割を強調したのであ
る３）。「社会」とは、個人と個人が知り合いである
といった関係性というよりも、個人がそのメンバー
であるという「われわれ意識」を持っている面から
成り立っているとした。
「社会への愛着」を強調すると、社会が個人より
優先される、個人を押し殺して社会に所属する、と
いった論調と見なされる可能性がある。しかし、
デュルケムの理論は、あくまでも個人の自律性が基
本となっている。「社会集団への愛着」の説明にお
いて、「個人は、社会に愛着することによってのみ、
真に彼自身となり、その本性を完全に実現すること
ができる４）」と述べている。個人と社会を対立構図
で描くのではなく、社会は個人の中に入り込んでお
り、自分が身をおいている社会を知りそれに対応し
た言動をすることが、個人的な幸福はもちろんのこ
と、社会全体の幸福にもつながるとしたのである。
このようなデュルケムの考え方は、社会の実態を
科学的に分析しているというよりは、理想的な形態
であるという現実には程遠いという評価がある５）。
しかし、多種多様な側面がある道徳性の要素から、
「社会集団への愛着」を強調したこの考え方は、教
育基本法の改正などの今日的な状況において、再検
討する意義があると言える。
２）マッキーヴァーのコミュニティ論
マッキーヴァーはアメリカの社会学者・政治学者
で、著書『コミュニティ』において、コミュニティ
論を提唱したことで知られている。「コミュニティ」
という概念は、非常に多義的であるが、日本語にお
いては「共同体」と訳されることが多い。マッキー
ヴァーは、人々がコミュニティを形成している指標
として、「住居の接近」・「地域性」・「習慣、伝統、
話し方における共通の特徴」を挙げている。このよ
うな客観的な事実に加えて、人々が持つ主観的な感
情において、「われわれ意識」・「役割意識」・「依
存意識」を挙げている６）。そしてコミュニティが実
現する空間的な広さとしては、「村とか町、あるい
は地方や国とかもっと広い範囲での共同生活のいず
れかの領域７）」とした。同心円状に広がって、それ
ぞれがコミュニティとみなせる「重層的なコミュニ
ティ」である。
コミュニティ論は、道徳教育について直接言及は
していないが、「共同体を成立させている感情」と
いった考え方を中心として、デュルケムの道徳教育
論と重なり合う面が大きいと考える。
もっとも、デュルケムとマッキーヴァーの相違点
は、多くある。マッキーヴァーが重視したのは人々
の「共同生活」である。コミュニティとは、人々が
共通に持つ基本的な関心（interest）を充足するた
めに、諸条件を共に有して生活を共同に営む際に、
自発的で自由に人々が関係し合うことから作られる
人と人との結びつきである。人と人の結びつきを、
ある空間的エリアに認めるという客観的な実態が、
最も重要なのである。
一方、デュルケムは「社会」を単なる実態として
の関係性というよりも、「集合心性」、すなわち共通
の心情を持つことを重視している。社会において、
「われわれ意識」を持つ構成メンバーが、個人とし
２）麻生誠・原田彰・宮島喬著『デュルケム道徳教育論入門』有斐閣、１９７８、pp．６３―１０６
３）中久郎『共同性の社会理論』世界思想社、１９９１、p．１８１
４）デュルケム（麻生誠・山村健訳）『道徳教育論』講談社学術文庫、訳２０１０、p．１３８
５）中前掲書、p．１９２
６）中前掲書、p．２３９
７）マッキーヴァー（中久郎・松本通晴監訳）『コミュニティ』（ミネルヴァ書房、訳１９７５）、p．４６
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て自発的に様々な活動をすれば、その社会全体がお
のずと発展すると考えたのである８）。
このような相違点があるが、両者の説は矛盾する
わけではない。極めて大雑把にまとめれば、デュル
ケムは意識を、マッキーヴァーは行動や実態を強調
したということである。
３）枠組の設定
以上をふまえ、本稿での枠組を設定したい。基本
はデュルケムの道徳教育論とし、デュルケムのいう
「社会」「社会集団」という概念を拡張してとらえ、
マッキーヴァーのいうコミュニティも社会の一種と
して考えることとする。換言すれば、デュルケムが
言う「社会集団」、学習指導要領に出てくる「集団」
「社会」といった基本的には、すべて同等のものと
考え、「共同体」という言葉で統一する。
このようにすべてを「共同体」と定義するのは、
危険な面もあろう。しかし、どんな言葉を持ち出し
ても、実態を完璧にとらえ切れるものではない。家
族から、人類すべてまでの「人と人との結びつき」
を考えるにあたって、最もしっくりと来るのは、消
去法的であるにせよ「共同体」ということである。
また、帰属意識の性質は、「愛着」に限定するこ
ととしたい。愛着がないが、反発や嫌悪感はある、
または特に感情はないが役割や義務を果たしてい
る、といった状態でも帰属意識はあるとみなせるか
もしれない。しかし、さらに理想的な人と人との結
びつきを築く、よりよい共同体を目指すというのを
前提とすれば、「愛着」があってはじめて帰属意識
と言えるのではないか。デュルケムやマッキー
ヴァーの理論や、道徳教育についての考察というこ
とをふまえて、本稿では帰属意識をこのように定義
した。
この枠組から明らかになる、学校現場での道徳教
育はどのようなものであるのか。次章で検討してい
くこととする。
３．道徳教育のなかの「共同体への帰属
意識」
本章では、学習指導要領「道徳」において、「共
同体への帰属意識」がどのように盛り込まれている
かについて述べる。そして、学校現場でどのように
扱われているのかを、文部科学省が全国の小中学校
に対して実施したアンケート調査から分析していき
たい。
１）学習指導要領「道徳」のなかの「共同体」
今日の小中学校において道徳教育で扱う内容は、
学習指導要領において「内容項目」という形で規定
されている。「努力」「友情」「生命の尊重」といっ
たものが内容項目の例で、小学校低学年で１６、中学
校で２４の内容項目がある。また、内容項目は、次の
４つの視点に分類されている。
１．主として自分自身に関すること
２．主として他の人とのかかわりに関すること
３．主として自然や崇高なものとのかかわりに関
すること
４．主として集団や社会とのかかわりに関するこ
と
前述の例では、「努力」は「１．主として自分自
身に関すること」のひとつであり、「友情」は「２．
主として他の人とのかかわりに関すること」、「生命
の尊重」は「３．主として自然や崇高なものとのか
かわりに関すること」の一つである。本稿では、「共
同体への帰属意識」という点に焦点を当てているの
で、「４．主として集団や社会とのかかわりに関す
ること」（第４の視点）について主に扱っていくこ
とになる。
第４の視点は、小学校低学年で５、中学年で６、
高学年で８、中学校で１０の内容項目がある。中学校
のものを示したものが図表１で、学校段階・学年の
対応表をみたものが図表２である９）。学校段階・学
年が上がるに従って、内容が増えるという構図に
なっているので、ここでは中学校での内容項目で考
えていくことにする。
前半の５つ、（１）～（５）においては、集団や社
会といった共同体の中でのふるまい方、決まりなど
の「義務」「責任」といったものである。本稿で焦
点を当てて考察するのは、「愛着という帰属意識」で
あり、それにあたるのは後半の５つ、（６）～（１０）で
ある。家族→学校→地域社会→国家→世界というよ
うに、小さいものから大きなものへと並んでいる。
８）中前掲書、pp．３６６―３６７
９）村田昇編著『道徳の指導法 第二版』玉川大学出版部、２００９、p．７６
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マッキーヴァーのコミュニティ論にあるように、重
層的に重なり合っていると考えてよいであろう。
２）「共同体への帰属意識」についての道徳教育の
実際
次に、学校現場において「共同体への帰属意識」
の道徳教育がどの程度行われているのかを、アン
ケート調査から検討していこう。本調査は、２００３年
に文部科学省が全国の小学校・中学校に、調査した
ものである。調査対象校は、宗教をもって道徳に代
替している私立の小・中学校を除いた、全国すべて
の国公私立の小・中学校である。小学校が２３，０９２
校、中学校が１０．８１２校、計３３，９０４校である１０）。
ここで取り上げるのは、各内容項目がどれだけ子
どもに内面化されているか、重点をおいて指導して
いるかの、以下の２つの質問である。
○貴校の児童生徒の様子を道徳の内容項目からみ
た場合、どのような状態にあると判断します
か。各学年区分ごとにおおむね満足できる状態
にあると判断されるものすべてを選んで回答し
てください。
○貴校において、平成１５年度に特に重点を置いて
指導している内容項目を各学年区分ごとに５つ
選んで回答してください。
（注：下線部は質問票のママ）
前述の内容項目において、「共同体への愛着」で
ある（６）～（１０）に加えて、比較対照群として、
１０）文部科学省初等中等教育局『道徳教育推進状況調査報告書』２００５
図表１ 「主として集団や社会とのかかわりに関すること」の内容項目
（１） 自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め，役割と責任を自覚し集団生活の向上に努める。
（２）
法やきまりの意義を理解し，遵（じゅん）守するとともに，自他の権利を重んじ義務を確実に果たして，社会
の秩序と規律を高めるように努める。
（３） 公徳心及び社会連帯の自覚を高め，よりよい社会の実現に努める。
（４） 正義を重んじ，だれに対しても公正，公平にし，差別や偏見のない社会の実現に努める。
（５） 勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の精神をもって，公共の福祉と社会の発展に努める。
（６） 父母，祖父母に敬愛の念を深め，家族の一員としての自覚をもって充実した家庭生活を築く。
（７）
学級や学校の一員としての自覚をもち，教師や学校の人々に敬愛の念を深め，協力してよりよい校風を樹立
する。
（８）
地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し，社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め，
郷土の発展に努める。
（９）
日本人としての自覚をもって国を愛し，国家の発展に努めるとともに，優れた伝統の継承と新しい文化の創
造に貢献する。
（１０） 世界の中の日本人としての自覚をもち，国際的視野に立って，世界の平和と人類の幸福に貢献する。
図表２ 「道徳」内容項目の学年・学校別発展図
【L：】Server／関西学院大学／教育学論究／第２号 ２０１０／冨江英俊 ２ 校
教育学論究 第２号 ２０１０８０
「（２）規則の尊重」と、「（１）役割と責任の自覚」
の内容項目を取り上げる。内容項目「特に重点を置
いて指導している内容項目」をみたものが図表３、
「児童生徒の様子が、おおむね満足できる状態にあ
る」と判断されるものの割合を見たものが図表４で
ある。「小学校１年・２年」「小学校３年・４年」「小
学校５年・６年」「中学校１年」「中学校２年」「中
学校３年」と学校・学年ごとの変化を表してい
る１１）。なお、小学校段階において、該当する学年に、
その内容項目がない場合は、値は出ていない。
「特に重点をおいて指導している項目」について
は、「規則の尊重」「役割と責任の自覚」については
割合が高い項目があるが、「共同体への愛着」の内
容項目については、すべての内容項目において、す
べての学校・学年段階で２０％以下である。「児童生
徒の様子として満足できる項目」では、「愛校心」
「家族愛」については４０％～５０％台で、比較的高い。
「郷土愛」については小学校低学年を除いて３０％台
で、「愛国心」「国際理解」については、小学校段階
で「愛国心」は２０％台であるが、中学校段階では両
方とも２０％以下と低い。比較対象群の「役割と責任
の自覚」は、６０％前後と「共同体への愛着」の各内
容項目より高い、「規則の尊重」はおおむね「郷土
愛」と同じくらいの３０％台くらいの水準である。
この結果をまとめると、「重点をおいて指導して
いる項目」「児童生徒の様子として満足できる項目」
１１）文部科学省の報告書にある、学校・学年の区切り方がこのようになっているため、それに従った。
図表３ 特に重点をおいて指導している項目
図表４ 児童生徒の様子（満足できる）
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のそれぞれにおいて、「共同体への愛着」の各内容
項目は、低調な結果となっているといえよう。なか
でも、「愛国心」「郷土愛」「国際理解（人類愛）」と
いったより広い範囲の共同体については、特にさか
んでないということが言える。
４．各々の共同体についての考察
それぞれの共同体への帰属意識をどのように解釈
すればいいのか。内容項目ごとに、文部科学省の調
査結果をふまえて、デュルケムやマッキーヴァーの
理論から考察していくことにしよう。
１）家族
近年、家族の結びつきが弱体化しており、そのた
め子どもに悪影響を及ぼしているとはよく指摘され
ることである。そのため、まずは家族に愛着を持つ
ことが重要であるという考え方がある。今日の家族
や子どもの現状から、重要なことであるのは間違い
ない。
しかし、家族という共同体への帰属意識が、地域
や国家といった、より広い、より普遍的な共同体へ
の意識につながるかと言えば、懐疑的な面があるの
ではないか。マッキーヴァーは家族にはほとんど言
及していない。デュルケムは、家族という集団は個
人に近く、普遍的な目的を持つ要素に乏しい、また
歴史的推移を見ても家族の機能は今後縮小していく
であろうと予想しており、家族にはあまり重きを置
いていないのである１２）。子どもが最初に意識する、
構成員がはっきりした共同体として重要だが、私的
なものにとどまり、それを超えた公共性の高い共同
体とは、利害や関心が一致しないことも多い、とい
うのが家族という共同体の性格であると言えよう。
２）学校
学校は、デュルケムにとっては「子どもを教育す
る働き」としてとらえており、学校内部に踏み込ん
で、組織体として見る考察は行っていない。マッ
キーヴァーにおいては、学校をアソシエーションに
分類している。マッキーヴァーは集団を分類する概
念として、コミュニティとアソシエーションを提起
しており、アソシエーションとは、「社会的存在が
ある、共同の関心を追求するための組織体」と定義
されている１３）。つまり、アソシエーションである学
校への帰属意識は、コミュニティである国や郷土へ
の帰属意識とは質の違う帰属意識と言えるのであ
る。
コミュニティとアソシエーションは、二律背反で
はない。学校という組織を考えると、児童生徒は自
ら選択して、その組織に属しているというよりは、
特に公立小中学校の場合において、地域社会の人間
関係の延長という面も強いであろう。したがって、
コミュニティの性質もあるアソシエーションといえ
る。またアソシエーションへの帰属意識が、コミュ
ニティへの帰属意識よりも、弱いというわけでもな
いが、質が違うものと考えられるのである。
３）郷土
郷土については、デュルケムはほとんど触れてお
らず、マッキーヴァーのコミュニティ論からの考察
が有効である。学習指導要領や教育基本法に明記さ
れている「郷土」と、「コミュニティによって成り
立つ地域社会」とは、もちろん同一のものではない。
しかし、「郷土」をとらえるにあたって、コミュニ
ティ論は一つの有効な理論であることは間違いな
い。
マッキーヴァーは、地域社会の実態、共同生活を
重視して、それをもとにして、コミュニティ論を提
唱した。つまり、地域社会の人と人との結びつきに
重点を置いているといえよう。様々な空間的広さの
コミュニティが存在し、それらは重層的に重なり
合っているというのは、前述したとおりである。こ
のコミュニティの概念を「郷土」にあてはめてみる
と、「郷土」には様々な広さがあり、様々な人が様々
な形で、「郷土」を作り上げていける可能性がある
ということが言える。
教育基本法や学習指導要領の「道徳」には、国と
郷土が並列に扱われている。「国」と「郷土」を連
続性のあるものとしてとらえ得れば、「郷土」は身
近である分だけ、「国」というさらに大きな共同体
への橋渡し、ステップといった意味をもつと考えら
れる。そこで、次節の国家での検討をふまえて、最
終章で再度「郷土」については検討することとした
い。
１２）デュルケム 前掲書、p．１４７
１３）マッキーヴァー 前掲書、p．４６
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４）国家
今回の教育基本法改正で、大きな論点となった
「国や郷土を愛する心」であるが、愛国心について
は、本稿の冒頭に申したように、学校教育で扱うに
は、大変な警戒感、否定的な見解がつきまとってい
る。高橋哲哉は、「愛国心を法的に正当化し、それ
を国家的に公教育という装置を使って行うわけです
から、人々の中におのずから生まれてくる愛国心で
はなくて、国が上から人々に注入し強制する愛国心
になってしまう。」「近代民主主義国家においては、
人々の愛を『これを愛せ』という形で法制化するこ
とは間違いです。何を愛するかは一人ひとりが決め
ることで、たとえ対象がなにであったとしても、国
家が、私が何を愛するかを強制することができるは
ずはないのです。」という論調で、愛国心の教育に
否定的な意見を述べている１４）。教育基本法改正反対
の典型的な論調と言えよう。このような議論をふま
えて上で、デュルケムやマッキーヴァーの理論を検
討していこう。
デュルケムは、「あらゆる社会に先がけて、まこ
との優先権を享受する一つの社会がある。それは、
政治的社会であり、祖国である。」としている。そ
れは他国を侵害して自己を拡大するものではなく、
人類が一つの社会であるという理念の漸進的実現を
めざすものとし、「学校教育が児童にとくに愛着を
感じさせねばならないのは、この祖国である」「学
校は、祖国を認識し、これを愛することを児童にた
いして系統的に教えることのできる唯一の、道徳的
環境である」１５）とし、国家という存在には、大きな
価値を置いていることがうかがえる。
マッキーヴァーは、国家はアソシエーションであ
るとして、コミュニティと同義ではないことを強調
している。国家を成立させているのは、法に対する
服従を政治的義務として人々がとらえているから
で、法や政府や強制を超えたところに、共同目的が
あり、コミュニティの共同意識があるとしてい
る１６）。すなわち、国家の統制による人々の結びつき
より、コミュニティという共同体による結びつきの
方が、より本質的なもの、一段上のもとととらえて
いるのである。しかし、マッキーヴァーは、国家を
「コミュニティ内部の特に権威あるアソシエーショ
ン」とも表している。国家というアソシエーション
がなければ、コミュニティの発達もありえないとい
うことで、他のアソシエーションと比較して、国家
の特殊性、重要性を指摘しているのである１７）。「重
層的なコミュニティ」の延長線上に、国があるとと
らえていて、学校と同様に、コミュニティの要素を
多く持つ、アソシエーションととらえられよう。
究極のところ、「愛」「国家」「法律」とは何かと
いう大きな問題に突きあたるが、デュルケムやマッ
キーヴァーは国家への愛着や帰属意識を、肯定的に
とらえて評価していると言えよう。
５）世界（人類、国際理解）
国際化の時代と言われて久しいが、世界が一つの
共同体となりえるのか、またはなるべきなのか。
デュルケムとマッキーヴァーは、この点について、
以下のように述べている。
デュルケムは「全人類的な目的は、それまで最も
崇高なものとされてきた国家的目的よりも、さらに
一段高い位置を占めることになり、最上権はこの全
人類的目的にこそ帰せられるべきだ、ということに
なるのである。」１８）として、世界のすべての人々が共
通の目的を持つことが、国家に勝るとしている。し
かし、人類は、国家に比べて、「構成化」「組織化」
された社会をもたないという点で劣っているとし、
人類というのは実態がないため、国家のような役割
を果たすことは出来ないとしている。
一方、マッキーヴァーは、コミュニティの発達は、
コミュニティの実現という理想に向かう人間の活動
によるものとして、その理想とは「あらゆる人が追
求し、したがって善ないし望ましいと認めている一
定の普遍的目的」であるとした。そして、「全人類
のコミュニティの実現」を究極の理想とした１９）。た
だ、現実に関するマッキーヴァーの認識は甚だ悲観
的で、「我々の共同生活は多くの点で未発達な段階
にある」としている２０）。
以上のように、デュルケムもマッキーヴァーも
１４）高橋哲哉『国家と教育』講談社現代新書、２００４、pp．６７―６８
１５）デュルケム 前掲書、p．１５４
１６）マッキーヴァー 前掲書、pp．５１―５５
１７）マッキーヴァー 前掲書、pp．５７―６８
１８）デュルケム 前掲書、pp．１４９―１５０
１９）マッキーヴァー 前掲書、pp．４９０―４９１
２０）マッキーヴァー 前掲書、p．２２４
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「究極の理想」として、「人類の共同体」に言及して
いるが、「現実的ではない」「実態がない」といった
理由でそれほど積極的に取り上げていない。実際の
教育現場で扱おうとする時も、おおむねこのような
評価となろう。
５．結語
―これからの道徳教育にむけて―
ここまで「共同体への帰属意識」という観点から、
道徳教育を社会学的に考察してきた。これまでの知
見をふまえ、これからの道徳教育はいかにあるべき
か、教育基本法改正もふまえながら、提言をして本
稿を締めくくることにしたい。
家族から世界（人類）まで、様々な共同体に愛着
を持つことが、道徳教育の内容として学習指導要領
に盛り込まれているのであるが、文部科学省の調査
によれば「共同体への愛着」についての道徳教育は、
全体として低調であると言える。「家族」「学校」「郷
土」「国」「世界（人類）」のそれぞれの共同体は、
それぞれに特徴があり、どれが理想的な共同体とい
うことはないが、「郷土」「国」「世界（人類）」といっ
た、広い範囲になる程、学校現場では扱われにくく、
児童生徒も満足できる状態ではないという傾向は伺
える。
「共同体への愛着」の道徳教育をより推進するた
めには、家族から世界までの共同体を、一連のもの
としてとらえ、各共同体間の関連性を重視すること
が重要であると考える。「家族」「学校」といった身
近なものは扱うが、「国」「郷土」「人類」といった
より広範囲で抽象的な共同体につながっていかな
い、という傾向があるのではないか。マッキー
ヴァーの理論にあるように「同心円的」「重層的」に
考えることが大切なのである。
この考え方からすれば、「国や郷土を愛する心」が
盛り込まれた教育基本法の改正はどうとらえられる
のか。「共同体の一つ」として国家や郷土をとらえ、
国家への帰属意識を子どもたちが持つということ
は、重要であると考える。その意味では、改正をす
ることによって、道徳教育がよりあるべき方向へ改
善される、といえよう。
具体的な実践例にどうあるべきかは、稿を改めて
検討したいと考えるが、大前提として必要であるの
は、教育基本法を「生かす」ことである。改正に賛
成反対とは別の次元の話として、改正前から言われ
ていたことである。教育に携わるすべての人々が、
教育基本法の理念や趣旨を理解し、それを意識して
教育実践に取り入れていくことが、教育基本法を生
かすことである。
危惧されるのは、「愛国心」をタブー視して、ほ
とんど取り上げないという教育関係者がいることで
ある。「愛国心」と言えば、戦前の日本の軍国主義
的教育とイコールのものとして語られることが影響
しているのであろうが、本稿で考察したように、
デュルケムやマッキーヴァーといった、「愛国心」や
「郷土愛」に価値を置く古典的な社会学理論は存在
している。もちろん、時代や国（文化）も違うので、
これらの理論をそのまま現代日本にあてはめること
は出来ないが、本稿で試みたように、「国や郷土を
愛する心」を様々な角度から考察することは意義が
あると考える。
教育基本法改正をうけて改訂された新学習指導要
領の完全実施が、２０１１年度から始まる。改正教育基
本法の改正の理念が、どれだけ教育現場で意識さ
れ、それに従った実践がどれだけ行われるかが、今
後の道徳教育の姿を決めると言ってよいであろう。
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